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SystemLAで使用するデータの特徴

• 属性が事前に決定できない
– 人の「属性」を扱い、後から種類が増える

• 例：「サッカーファンになって何年？」

• 更新が頻繁に発生する
– 利用者が意識していないタイミングでも、属性を更新
– 更新履歴を残し、他項目との関連付けも保持する

• 複雑な集計を行ったものも取得したい
– 属性を利用し、様々な視点からリアルタイムに集計
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システム構成
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システム構成－初期

RDF

Jena API
アプリケーション

サーバ

RDF

SPARQL

アプリ開発者の負担が大きい

データ構造を理解しないと、使えない

ブラウザ
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RDF

Jena API

抽象化した API

RDF SPARQL

アプリケーション

サーバ

パラメータ
JSON形式

システム構成－現在

アクセスできる範囲を限定

もっと簡単に使えるように

ブラウザ



Copyright © 2013Advanced IT Consortium to Evaluate, Apply and Drive All Rights Reserved.

アプリに提供しているAPI
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データ構造－１

• ユーザー情報の例
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データ構造－２

• ユーザー情報を更新したら、履歴も残す

最新のユーザー情報

履歴を丸ごと残しておく

履歴にリンクを張っておけば、

履歴を参照できる

集計時には、履歴を参照
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属性部分を書き換えるSPARQL

• DELETEとINSERTで実現

00000 blank

属性１

属性２

属性３

attr:context

00000 blank

属性１

属性２

属性３

attr:contextHistory

DELETE { person:00000  attr:context ?o }
INSERT  { person:00000  attr:contextHistory ?o }
WHERE  { person:00000  attr:context ?o }
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実装で苦労した点

• SPARQLだけでは実現できない要件

– サーバ側のJavaで結合・集計を実装

– 集計対象の大量データをクライアントに送らない
• デンプスターシェーファー理論で計算

• リリース後に何度もデータ破損
– Exception でのクローズ漏れが原因

• 複数人が同時更新したら発生
• finally で確実にclose()

• 性能
– 気象庁XMLのfeedが、月に約2万件飛んでくる

• 集計処理の応答速度が日に日に落ちていった

– 集計結果のキャッシュを独自実装
• 他の部分の集計速度は変わらなかった


